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その後,富 本は木版画 ・織物 。染色品 ・木









































富本憲吉 ・作陶譜,模 様集 ・写生帖 ・署名集
の三部に分かれている。
■陶工 ・富本憲吉
白磁
草花 ・風景の描写と模様
飾 り皿
蓋物 ・角皿 ・鉢
九谷での色絵研究
飾 り壷
陶筥 ・飾筥
更紗模様との出会い
四弁花模様 ・羊歯模様 ・菱模様
■富本憲吉 ・作陶譜
工芸志向時代
大和時代
東京時代
京都時代
■模様集 ・写生帖 ・署名集
富本憲吉 ・年譜
富本憲吉記念館 ・
富本憲吉の作品が所蔵されている主な美
術館
陶芸鑑賞のガイ ドブックとしてまた,物作
りの基本を考える良い機会になると思われる
ので是非の一読をお勧めしたい。特に最終ペー
ジの,「富本憲吉の作品が所蔵 されている主
な美術館」は,富本の作品にじかに触れたい
愛好家にとって便利なガイ ドとなっている。
著者の幅広い見識に脱帽するとともに,今後
このシリーズが充実 されるのを期待 したい。
89
